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一
二

ゴ
・́ニ
ー
．一　
．　
　
　
．一
●
１
　
　
】
‐

・
　

・
〓

〓
‥

て

し
に
　
ヽ
Ｆ
ギ
ー

具
一
‥
一進
め
る
た
め
に
は
、
信
頼
で
き

る
一
―
夕
に
基
づ
い
た
生
物
多
様
性
の

見
え
る
化
が
必
要
で
あ
る
‐

可
環
境
学
習
見
直
し
の
背
景

二
〇
二

一
年
三
月
、
千
葉
県
で
は
、

二
〇
〇
七
年
に
改
定
し
た
千
葉
県
環
境

学
習
方
針
や
環
境
教
育
等
促
進
法
に
基

づ
い
た
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
ア
ク
シ
ョ

ン

・
プ
ラ
ン
と
し
て
、
「
千
葉
県
環
境

学
習
等
行
動
計
画
」
を
策
定
し
た
。

環
境
学
習
と
は
、
同
計
画

の
中

で

「
単
に
環
境
問
題
に

つ
い
て
の
知
識
を

身
に
つ
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
と
環

境
と
の
関
係
性
、
環
境
と
社
会
、
経
済

お
よ
び
文
化
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
、
問
題
解
決
に
向
け
て

行
動

で
き
る
人
を
育

て
る
た
め

の
教

育

・
学
習
の
こ
と
を
指
す
」
と
定
義
し

て
い
る
。

同
計
画
が
策
定
さ
れ
た
背
景
に
は
、

千
葉
県
環
境
学
習
方
針
が
つ
く
ら
れ
て

か
ら

一
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
環
境
教

育
促
進
法
の
改
正
、
国
連
に
よ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
Ｓ
や
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
採
択
、
並
び
に
国
内

・　
　
　
　
一一　
　
　
一　
　
　
・　
．　
　
　
´
．́　．　
・」
．　
　
一〓
・　
・　　
　
一　
´
　
、　リ
ン
一一　
´
　
．

生
一」＝
クタ
■
（●
一」

，コ
ｉ
■
」」
一三
レ
一ヽ
レ́
、
」
〓

絶
減
危
惧
種
や
二
次
的
自
然
に
特
徴
的

な
種
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
や
、
重
要

地
域
に
選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
動
物

外
の
経
済
や
社
会
の
変
容
に
伴
い
環
境

問
題
が
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

環
境
学
習
の
見
直
し
が
必
要
と
さ
れ
、

当
該
計
画
が
策
定
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

本
稿
で
は
、
当
該
計
画
か
ら
導
き
だ

さ
れ
る
千
葉
県
の
環
境
学
習
の
現
状
、

課
題
と
今
後
の
環
境
問
題
解
決

へ
向
け

た
行
動
の
で
き
る
人
材
育
成
の
方
向
性

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

〓
．千
葉
県
民
の
環
境
配
慮
行
動

や
環
境
保
全
活
動
へ
の
参
加

の
現
状
　
　
　
　
　
・

千
葉
県
民
の

「
日
常
生
活
に
お
け
る

環
境
配
慮
行
動
」
を
見
る
と
、
二
〇

一

八
年
度
か
ら
二
〇

一
九
年
度
に
か
け
て

は

「配
慮
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
人

の
割
合
は
、
約
八
割
の
水
準
で
推
移
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
環
境
保
全
に
対
し

て
高
い
意
識
を
も

っ
て
い
る
と
言
え
る
。

年
代
別
で
は
、
三
〇
代
以
下
の
若
年
層

の
環
境
配
慮
行
動
に
対
す
る
意
識
が
低

い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。

戸
■
一
三
言
ブ
●
　
・　
）〓
〓

　́
一〓
〓
〓
一

一一二
一任

′‥、〓
二
一姜
一≡
三
●

事
蓄
次
官
、

中
央
環
境
審
議
会
委
員
、
地
球
環
境

戦
略
研
究
機
構
評
議
員
会
議
長
な
ど

歴
任
。

ま
た
、
県
内
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い

る
水
辺
の
清
掃
や
里
山
保
全
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
の

「環
境
保
全
活
動

ヘ

の
参
加
状
況
」
を
見
る
と
、
二
〇

一
四

年
度
か
ら
二
〇

一
九
年
度
ま
で
の

「参

加
意
向
あ
り
」
の
割
合
は
、
六
割
弱
～

五
割
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際

に

「参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
」
人
の
割

合
は
、
三
割
台
半
ば
と
低
い
水
準
に
あ

る
。
年
代
別
で
見
る
と
、
六
〇
代
以
上

で

「参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
」
の
割

合
は
比
較
的
高
く
、
四
〇
代
以
下
の
割

合
が
低
か
っ
た
。

三
．千
葉
県
に
お
け
る

環
境
学
習
の
課
題

県
が
環
境
学
習
等
に
携
わ
る
県
民
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
学
校
、
事
業
者
や
市
町
村
等

に
行

っ
た
意
見
交
換
会
で
は
、
表
１
の

課
題
が
挙
げ
ら
れ
た
。

十
一
　

一
二
三
一・一■
ｆ
〓ｒ
、
■
■

一二
〓
Ｆ

護
業
務
室
、
近
・ま
地
方
一一〓
境
三
十・蒸
〓
」
、

え
り
も
自
然
保
護
官
事
務
所
を
経
て

現
在
、
生
物
多
様
性
戦
略
推
進
室
室

長
補
佐
。

以
上
か
ら
、
千
葉
県
の
環
境
学
習
の

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
環
境

に
対
す
る
意
識
は
高
ま

っ
て
い
る
が
、

実
際
に
環
境
保
全
の
行
動

へ
移
す
た
め

の
具
体
的
な
取
り
組
み
が
十
分
で
な
い

と
い
う
結
果
で
あ
る
。
環
境
問
題
に
対

し
て
当
事
者
意
識
を
も
ち
、
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
で
環
境
問
題
を
解
決
し
て
い

く
環
境
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が

一
層
求
め

ら
れ
て
い
る
。

囲
．千
葉
県
に
お
け
る
環
境

・
学
習
推
進
の
方
向
性

今
後
の
千
葉
県
に
お
け
る
環
境
学
習

計
画
の
目
標
や
推
進
に
当
た

っ
て
の
方

向
性
は
、
次
頁
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
中
で
、
複
雑
な
環
境
問
題
を
解

決
し
て
い
く
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、

多
様
な
関
係
者
に
よ
る
協
働

・
連
携
で

あ
る
。
特
に
、
千
葉
県
の
各
地
域
に
お

け
る
特
色
を
踏
ま
え
た
分
野
横
断
的
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
進
め
る
こ
と
で
、

環
境
問
題
解
決

へ
向
け
た
創
造
的
な
発

想
を

つ
く
り
だ
す
仕
組
み

・
組
織
づ
く

り
を
模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
連

携

・
協
働
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の

一
七
番
目

の
目
標

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ツ
プ
で
目
標

を
達
成
し
よ
う
」
に
お
い
て
重
要
な
実

施
手
段
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

同
時
に
、
環
境
保
全
活
動

へ
の
参
加
に

表 1 千葉県の環境学習に関する

課題

●リーターやコーディネーター等の人

材が不足 している。
●若年層や関心が低い人に向けた情報

発信・啓発手法が不十分である。
●身近なところからの行動を促し、本県
の特徴を活かした取組みが少ない。

●SDCsや ESDの 視点を取り入れた取

組みが少ない。
●様々な主体による連携・協働が不十

分である。

出所 :「千葉県環境学習等行動計画」15～ 16

頁の内容に基づいて筆者作成。

27 国立公園 No 804/J∪ N2022

についてに



当ず:主
~

当

―――

ゴ

ル

ｏ９
゛
以
０
繁
孝
影
迎
ツ
Ｆ
功

子
１
■
ｎ
く
Ｅ
え
イヽ
ム

９ヽ
）
を
つ
罰
￥
尋

）
Ｗ
６
准
⑫
影
最
Ｉ
暴
ｓ
Ｏ
⊂
Ｓ
⑦
２
一〉
翼

笞
単
ツ
コ
嗜
「
単
ビ
一拙
音
掌
＋
を
極
襲
↓
着

箭
畜
⑫
而
叫
‘
日
■
⑫
２

，
れ
、ご
４
・／
４
ν

箸
軍
一〉
■
／
γ
雛

潮
国

斎ヽ
》
肇
肇
者

単ヽ
准
鷺
者

「ヽ
国
童

営
彫
迎
　
担
彫
投
図
》
下
回
／
期
製
丑
童

推
斎
一〉
■
ヽ
監
　
蝦
妻
ュ〉
■
　
斎
Ｙ
Ｉｌｆ
ビ
一■

鼻
２
０
　
ι
？ヽ
♀
●
絆
曇
　
型
動

（箪
口
日
〓
自
Ｉ
”

〓
〓
○
〓
）

「
口
やコ
．づ
出
●
】
一〇
Ｎ
ぅ
。
も
ぅ
Ｏ
出
ヽ
●
●
コ
∽
づ
“
”
¨
っ
。
ぁ
黎
目
に
出

ヽ
口
０
¨
「コ
の
ヽ
０
「
¨
「
ヽ
つ
一〓
ｏ
「０
』
Ｑ
ご′

，
‘
´
ヽ
ヽ
の̈
ｏ
Ｐ一
コ

ビ
三
↓

一
〓

○
〓
「
皿
擢
暉
ル
今
星
斉
鷺
浄
音
単
■
」
当
半
＋

準
Ｘ
を
そ

ｏフ
γ
ヾ
立
一￥
≫
？
Ｙ

「ヽ
翌
責
゛
響
一）
∠
ニ
ア

ｏ平
ｏ
ル
尋
／
／
二
一

ン
た
ヽ
ア
キ
ヱ
・

以ヽ
ａ
日
載
尋
ヽ
乙
ム
揺
〕冊
⑫

罵
８
ハ

ｏヽの
つ
′
／、
ア
ン
ム
ヽ
ア
を
ヱ
・Ｉ
Ｖ
　
８
翠

ｏγ
ν
ゞ
乎
滸
多
「
６
∞ｏ
¨
』ε
∩
∽
３

以
●
回
「

Ｖ
ヨ
ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｓ

一
単
準
⑦
α
γ
⑦
γ
飽
身
騨
Ｌ

撃
彗
」
以
コ
ヨ
回

「ヽ
「
寺
γ

一
〇
〓

ｏ７
●
ユ

ν
ｇ
Ｖ
平
Ｒ
「
フ
）
以
Ｒ
⊇
⑦
単
聯

・
星
貴
⑦
ｇ

γ
準
Ｏ
γ

，
尋
▽
彪
⑫
島
値
ル
を
餞
副
叫
身
γ

讐
？
多
身
ｃ
コ
γ
泌
⑦
聾
配

２ヽ
２
「ヽ
Ｏ
Ｗ
ａ

迪
９
）
ワ
コ
マ
■
■
者

マヽ
Ｏ
Ｒ
引
卿
ψ
■
以

■
７
聾
圏
⑦
Ｏ
目
ヾ
Ｙ
骨

認ヽ
耐
圏
（⑫
凱
絲
率

町
）
孝
準
８
〓
マ
ツ
コ
ヰ
「
↓
肇
Ｖ
筆

ιヽ
ｆヽ
ツ

翼
以
着
摯
尋
■
Ｔ
孝
ヾ
百爾
）
軍
６
γ
）
「
ツ
■

Ｏ
Ｘ
数
多
蘇
Ｙ
」
以
中
⑦
皿
擢
Ｖ

「ヽ
Ｒ
（単
孫

8乙 己30己N∩P/シ080N 固7ヽ軍国

・筆」ι晏嘉2、nC=r,畢甲⑦亘乙ク～81「回擢瞳り妻昆■筆静当章士」:聖用
1000¬

'OS∩多く=夕本ヽアキ
`|∀

:」ビ印

音響ッつ多く
=ル

とγヽキ壬7■M⑦回擢昆藁筆難当章士  L国

=肇
競  茎参轟‐ 

ワ導
=  

‐・
 ・‐‐

ざ ′
′

‐~ 三

⑦
ｇ
γ
⑦
影
圏
像
撃
ユ
撃
計

二
８
日
８
［０
＞
０∩

ｏ
一０
●
■
●
Ｐの
っ
∽
』
ｏ
Ч
口
Ｏ
“
“
０
●
づ
国
）
∩
∽
国
　
Ｚ
コ
ヽ

ｏシ
ｍ
以
２
９
９
ま
泌

７
「ヽ
晏
Ｗ
ａ
進
「
印
抑
穀
場
》
ｃ
）
卿
０
り
孝

璽
籠
⑫
肇
部

ュヽ〉
■

暴ヽ
理
以
準
ル
〇
〓
○
〓

窮ヽ
唯
彪
ユ
害
を
ｌ
■
イ
ジ
アヽ

呼ヽ
■

１ヽ
／
κ

Ｔ
た
い

■ヽ
壁

・
当
動

狐ヽ
腺
図
じ
⑦
軍
理

ｏツ

キ
９
）
１
４
‘
ｔ
イ
畔
燿
⑫
γ
￥

一
マ
凱
目
⑫

叫
■

一　

２ヽ
難
目
Ｔ
〉Ｔ
⑦
ψ
０
０
■
割
国
γ
α

π
｝「
７
１
０
習
下回
⑦
国
γ
三
γ

一
ヾ
ヨ
回
「
ビ

γ
”
Ｉ

一
〇
〓

コヽ
マ
（難
目
影
飽
η
騨
ユ
撃
彗

¨
∽
鴬
ｏ
Ｏ

〓
０
日
８

一０
，
Ｏ
∩

聖
鸞

璃
Ｓ
の
あ

）
‘

∩
∽
　

１
■

Ｆ

聾ヽ

ｏ２
７
脅
α
率
辞
ア
「く
≫

●
以
コ
■
６
コ
筆
単
絆
Ｙ
⑫
ツ
ρ
Ｔ
繁

彰
彪
暉
影
孝
釧
平
Ｔ
⑫
α
γ
≫
い

，
■

γ
協
以
獲
纂
孝
驚
配
斡
浄
孝
群
筆

こヽ

マ
「く
ツ
準
筆
軍
昌

一
２
中
⑫
晶
秦
孝
享

陰
⑫

「
（／
４
コ
１
４

・
エ
ン
ヱ
・４
∠
）

ρ
秦
●
譲
以
朝
聖
喜

・
鯛
ψ
Ｔ
」
ツ
゛

２
ν
ヾ
Ｉ
呈
一？
０
中
⑫
］喜
皿
擢
回
苺
Ｒ

ｌ
乙
―
キ
⑫

「ψ
Ｔ
」
γ
ν
！
甲

，
中

⑫
／
κ
〓
ン
ム
ー
γ
キ
ヱ
い

γヽ
羊

ｏ２

９
２
６
￥
コ
功
０
マ
ツ
コ
■
６
ア
ヽ
艇

彰
⑫
↓
着
肇
瀞
多

（晶
秦
面
Υ
協
驚
割

ヽ̈
口
】ｄ
】”
Φ
口
Ｏ
①
∽”
ｍ
やＯ
Φ
一〇
』角
）
口
ｍ
飩
「孝
、

■
聯
舅
７
工爾
業
↓
⑫
獲
町

とヽ
）
Ｗ
α

迪
⑫
墨
秦
肇
瀞
ッ
Ｆ
コ
筆
褒
孝
鯛
抑
普

⑫
凶
辮
単
準
骨
⑫
以
秦
Ｙ

・
颯
〕
丁

中

・）

コヽ
ツ
準
了
皇
一以
●
ｃ
コ
７
琲
⑫
晶

秦
鷺
瀞
９
）
‘
π

，７
準
マ
国
章
尋
単
酵

薯
瀞
■
黎
暉
コ
ロ
数
単
準

コヽ
靱
薔 ｏ２

Ｃ

■

●

７

　

　

　

　

　

‐

■
　

一‐

．
　

饗

　

‐
　

Ｊ
　
一

噂鸞
攣』
　鋼
　擦
い・
枷筆

翡
．
．専
藤
‘
一翠
　
黎
鶴井
一

彎撃
鰺騨
攀一軒
』．額
一蘇
響〓

彗

■

Ｉ

Ｆ

激

筆

啜

鍾
　

・

亦年
轟
疇報
幌
繁軸

撃
鰹
靱一
一轍
Ｓ
中粋
）〓
一一

・鶉

響
騒
炊

曜

』
劉

嵯　
・一
『一
　
　
（鶴
）・筆
「・　
・〓

一‐
　

　

　

Ｉ
　
＜

滲

一
一

弊
　
　
　
　
　
一一

↓
多

ィヽ
「
ヽ
ツ
哺
ュ
■
降
薫
ａ
Ｆ
７
エ
ム

４
１
子
１
１
）

コヽ
ユ
い
繁
「
皿
半
回

ｏ
γ
Ｑ
ユ
ソ
ヽヽ
甲
≫
多
）

「
り
場
」
と

「
筆
ヨ
」
ヽ
イ
ツ
準
軍
銚
■
■
―
乙
ｌ

キ
■
鯛
ψ
）百
⑫
ｇ
マ
ツ
準
７
研
尋
星
当

鷺
浄

音ヽ
撃
⑫
ツ

・
（Ｉ
国
）
γ
η
‘

／
■
・タ
ム
ヽ
ア
キ
‘
尋
羊
↓
⑫
皿
伴
暉

影
星
秦
旨
滸
瀬
章
■
⑫
同
た〉

γヽ
準

）ヽツ
マ
ユ
蟹
７
）
Ｙ
Ｉ
⑫
９
γ
＞
哺

ユ
■
ヽヽ
７
群
母
暉
嬰
↓
湖
鷺
常

一ヽ〓
２

９
７
■
昆
薫
許
浄
⑫
而
朔
ψ
γ
Ｑ
Ⅲ
を^

Ｖ
じ
｝剛
Ｖ
冊
⑫
ア
７
７
Ｙ
い
早
き

，
Ｒ

チ

とヽ
ア
ロ
ツ
準
甲
畢

，
■
ア
ー
‘
―

Ａ
鷺
浄
⑫
取
群
尋
ロ
エ
〓
４
■
鯛
叫
尋

＝
―ｌｆ
甲

,議⑦副巡嘔,讐0

¥軍0罰音鳴星

`● 秘欝⑦↓緋?箭⑦叫夕●

戦薫⑦梓準・v4´□ro
霧量Y暴・呈ナ難」

=掌
|″●

日呈

`ア

筆単0絆Y0
半騨可琲

o]``■2率oし科羊千碑nu躊・彗ョζ tt γマo

シ千,Cp翌コ,嘔09γ9■1堅T●
2準年1¥2pttγ O■2嘔呈

`迎

ψ0

'学
Y f421E 2い促婁⑦CSヨOSocsO

Y筆⑦2。γ票
=,寡

研

(ヨ
=毒

)

′ヽ́000`9乙
[ヨ

=与
∠10乙]

Y069'ウ乙
準昇口

“

乎0章l′シユ飽]1昆

■筆浄9準副浄識王↓当

[ヨ:圭,080乙]

%099
[車圭,610乙]

%9ウ乙

Ci昌

OY99卜
“

PTγn□

“

乎ヽ
′/′壬く4平単fttI｀一子ミ
4oヨ

`製'単
飽rl●」筆曽

[筆子
=8乙

0乙]

0。
006

[:革に,8)0乙]

%Z6Z
Ci昌⑦Y9ヽnユn嘔1,2q
割⊇國2鷺当2■0呈

`T革
日

膵ヨ↓ヨロ]融目[ヨ
=載=]黎

篠目重

童娼1回擢

「～章士孝ヨけ
L撃暑9〉C2■γツ～「

``〉

CY2準暉1夕]ワ「1尋み半¥⑦「19」

ヨロV言

図V藩目C 刊′u翠⑦軍琲昆藁事部⑫当章士 乙¥

マ璽麗0ヨ研晶貴籍曽9f19コl肖菫±
: 2ヽ1こ

d


	IMG_20220705_0001.pdf
	IMG_20220705_0002.pdf

